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＊　2　月　の　税　金　＊

固定資産税（4期分）納期限　2月25日（土）まで
こ　の社会　　あなたの税が　　生きてい　る



（2）第線2号　　　　　　　　　　　　　　　公⑭西勉紺

園弱国

所得税の確定申告ほお早めは　幾月16日～

を
ざ
蛍
蛍
蛍
卦
草
堂
争
争
す
す
す
す
す
す
争
争
辞
す
争
母

的
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

ま
菩
害
毒
貴
意
毛
鴫
や
昏
薯
誓
書
雲
量
善
意
再
母
堂

こ
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
保
険
料
も

税
の
控
除
対
象
に

毎
年
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5
日
ま
で

は
確
定
申
告
の
時
期
で
す
が
、
国
民
年

金
の
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
と
し
て

所
得
か
ら
整
除
さ
れ
る
こ
と
は
こ
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
夫
婦
と
子
供

一
一
人
の
標
準
的
な
家
庭
で
、
年
収
三
百

万
円
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
辞
の
場
合
、

奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

と
、
一
年
間
の
税
金
（
所
得
税
と
住
民

税
の
所
得
割
）
が
約
一
万
二
千
円
安
く

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
月
に
千
円
安
い
保

険
料
を
納
め
だ
と
同
じ
こ
と
に
な
る
訳

で
す
。
厚
生
年
金
な
ど
被
用
者
年
金
に

加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ

ん
は
、
国
民
年
金
は
任
意
加
入
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
す
で
に
七
〇

覇
朝
里

関
◇
も
れ
な
く
加
入

険
科
完
納

問
の
点
は
な
ん
で
も

％
以
上
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が

加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ

て
い
な
い
奥
さ
ん
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
と
こ
ん
な
に
お
得
で
す
。
税
金
が

安
く
な
り
、
奥
さ
ん
の
年
金
権
が
確
保

で
き
ま
さ
に
一
挙
両
得
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
る
こ
と
を
お
す
ず
め
し
ま
す
。
手

続
は
、
役
場
福
祉
課
国
保
年
金
係
へ
ど

うぞ。

昭
和
五
十
八
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
　
得
　
税
　
の

確
　
定
　
申
　
告

◎
印
は
恕
渡
所
得
の
み
受
付
け
し
ま
す
。

▲
印
は
譲
渡
所
得
と
一
般
の
申
告
も
併
せ
て
受
付
け
し
ま
す
。

右
日
程
に
来
ら
れ
な
い
人
は
3
月
5
日
（
月
）
、
6
日
（
火
）
に
行
い

ます。

税

務

署

か

ら

こ
の
ほ
ど
、
若
松
税
務
署

で
は
、
一
部
の
謡
務
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
後
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
用
の
申
告
雷
や

納
付
書
を
こ
使
用
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

つ
き
ま
し
て
は
、
税
務
署

の
　
お
願
　
い

へ
の
申
告
や
税
金
の
納
付
の
陳
に
は
、

税
務
署
か
ら
お
送
り
し
ま
し
た
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
用
の
申
告
謡
や
納
付
蕾
を

使
用
し
て
、
所
定
の
櫛
に
正
確
に
記
入

の
上
、
手
続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
北
九
州
市
内
の
小
倉
・
八
幡

・
門
司
の
各
税
務
署
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。

′
振
替
納
税
制
度
〟

を
利
用
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納
税

制
度
と
い
う
の
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
銀
行
な
ど

の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税

で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
細
説
の
た
め

の
手
続
が
少
な
く
て
済
み
、
大
変
便
利

です。こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
に
は

「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
蕊
」
と
、
「

納
付
評
送
付
依
頼
辞
」
を
、
預
金
先
の

金
融
機
関
ま
た
は
若
松
説
務
著
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
税
と
は

個
人
都
築
税
は
、
商
工
業
や
自
由
業

な
ど
の
う
ち
法
律
で
定
め
ろ
専
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
対
し
て
年
二
百
二
十

万
円
を
こ
え
ろ
所
得
に
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
不
動
産
貸
付
業
、
駐
車
場
築
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
莱
及
び
デ
ザ
イ
ン
薬

の
四
薬
種
が
、
新
た
に
課
税
の
対
象
と

な
る
押
葉
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
ま

す。
個
人
舞
楽
税
の
納
期
は
、
八
月
と
十

一
月
の
二
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
や
、
不
明
の
点
な
ど
お
あ
り

の
方
は
、
若
松
財
務
事
務
所
直
税
課

館
（
7
6
1
）
4
0
2
5
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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別　　　　　　　　　　　　　　居　　　　　　　　鬼　　　善　　書
安　　松組西豊田柴犬上黄　　門三二演者　　舛大　　失
態府井英村田　中田久野高峰司原村日吉鵡‖添江松野激

減　鷲圭隆友信　保　圭　其卓正電∴∴∴∴陽健　葉
二　　り　介志恵江敏郎力子　　音同和一致　　一大　　種

子

吉門松二葉　　河舛
浦　司　舟村　　　　田　添

寿滞貨洋雅　　梨智
宏和幸一美　　恩給

罵荒泊畢縄滞査締雷鳥賽毒寅輔弼離籍弼念

書霊堂磐鵬醜悪　醤竺奨学　治　憲爵寡竺薫蒸患墓

東
中　　本永竹IiI

越太上
野　山　谷

島
郁具善
悪　宏里

美

林町　山　井石　口　蓋

真∴∴恵　由　大味　　武忠犬一　　子美裾代　　志里治

藤　　　　馬　車　自
弁　　　　込村我
奈　　　　　　郁
々　　　　渾　里　祥
絵　　　　二美子

増竹大　　　　　馬　山松八島河　内　岩
岡　永坪　　　　　揚　田　本窪　田原野坪

洋奥　　　　　　　手重　富　俊洋和患者
平紀歩　　　　　憂患也一子英司呑

範原　　　　藤　　山　鯖　節筋梅糸石荒合
田　　　　木　　浦　中　田　田　圃　永松改暦

和良　　　　美　　挙　　純　　和奈蘭∵莫岩
美平　　　　穏　　子操司誠天美弘大香

平松滅菌佐
木崎時　々

山　松　永　土　石
形　尾　田　野　松

木
晃育崇亜恵　　　京久理亮一
子子司矢実　　　子　美絵一諺

中　　道　　　　　　　　　　広

村寺　日　中小
田　日　石　松IIi

和　由　拓「寅智
彰∵美　也子　嗣

石
松
　
慎
吾

大
村
　
　
渉

佐
海
　
面
子

馬
山
　
男
二

田
申
　
信
也

中
西
　
健
之

畑
生
香
葉
子

丸
野
　
弓
子

門
司
　
千
春

安
藤
　
毘
朗

島
円
小
学
校
（
0
0
名
）

脇
立
　
久
人

白
石
　
　
亮

手
嶋
∴
紹
介

中
村
　
恵
美

野
村
英
知
子

原
口
　
佳
子

衛
輔

吉
野

山
田

旧

上
別
府

安
藤
i
　
∴
鮭

荒
木
奈
緒
美

石
松
　
　
崇

今
村
　
恵
美

池
田
　
　
残

高
∴
∴
琢
磨

筋
田
大
志
郎

高
野
∴
竜
馬

藤
田
由
紀
子

若
葉
台

打
越
　
　
徹

吉
武
　
竜
也

虫
生
津

石
川
　
涼
介

岩
下
　
恵
美

牛
島
∴
垂
呑

野
村
呑
那
子

牧
迫
隆
太
郎

木
元
　
純
一

町
神
尾
　
圭
祐

城
田
　
麻
子

花
田
　
早
苗

藤
井
亜
紀
子

的
野
　
美
保

傭 広
渡
小
学
校
（
4
5
名
）

遠
賀
川

江
華
　
雅
美

原
田
　
由
紀

山
頗
∴
美
音

渡
伊
賀
　
蕃
乃

岩
城
　
り
つ

島
崎
　
英
士

豊
丹
生
み
や
子

矢
野
　
敏
雄

佐
頓
　
智
曹

一言

橋
本
　
正
孝

央
久
保
健
太
郎

佐
々
木
正
樹

野
田
　
誠
二

ご
入
学

諦
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

昭
和
的
年
度
紡
一
年
生
紹
介
千
月
1
8
日
現
在
）

昭
和
強
弁
4
月
2
日
～
拭
隼
4
月
1
日
出
生
者

該
当
善
で
、
獄
学
通
知
書
が
届
い
て
な
い
方
は
、
教
書
委
員

会
学
務
諜
に
ご
連
冶
く
だ
さ
い
。

浅
木
小
学
校
（
綿
名
）
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※田川市の節気代の高いのは、施設の分散と閉
山水道の引受による。
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水道管が凍ったら
タオルか布をかぶせて、その上か

ら風呂の残り水やぬるま湯をゆっく

りかけてください。

○中間市水道修繕センター
℡（246）1450

社せ青罪ら剤犯に覚れ万と朋党して家し生口巧いる源資国力暴 ：∴∴∴∴ す攫饗藷爾 

〝
生
命
の
聴
〟
を
大
切
に

消
鞘
諜
諏
響
減
輩
繕
韓
㊧
結
締

5
ノ
ウ
～
，
ヾ
＞
・
9
人
・
、
も
∵
o
き
t
i
t
。
き
ゝ
、
年
少
く
く
ー
2
～
き
く
よ
ノ
・
ゝ
さ
く
～
ぐ
・
ざ
ノ
一
一
ケ
′
…
〇
°
′
一
ヾ
宅
を
メ
ゾ
，
1
う
ま
べ
・
・
掌
く
・
，
づ
・
b
t
￥
貧
i
・
、
i
ざ
｝
人
へ
・
ヾ
い
き
、
説
く
ゝ

年
々
悪
化
す
る
遠
賀
川
の
水
質

遠
賀
川
は
、
流
域
面
積
に
比
べ
て
人

口
密
度
が
高
く
、
ま
た
、
十
数
カ
所
の

し
尿
処
理
場
を
は
じ
め
と
す
る
約
一
〇

〇
の
工
賜
や
譲
葉
所
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
や
、
流

域
で
行
わ
れ
ろ
畜
産
業
も
無
役
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
原
水
の
水
質
は
、
年
々

悪
化
の
道
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

中
間
水
道
は
、
最
下
流
に
位
置
し
て

い
る
た
め
、
こ
の
原
水
を
清
浄
は
飲
み

水
に
す
る
た
め
に
は
、
大
変
な
努
力
と

多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

遠
賀
川
原
水
の
水
質
に
つ
い
て

遠
賀
川
の
原
水
は
、
高
濁
度
で
、
溶

解
物
が
多
く
「
日
本
一
の
濁
水
」
と
し

て
有
名
で
し
た
。

上
流
の
炭
坑
関
山
に
よ
る
洗
炭
排
水

の
減
少
な
ど
か
ら
、
濁
度
だ
け
は
か
な

り
好
転
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

ポ
タ
山
や
川
底
の
沈
澱
物
に
よ
る
汚
濁

が
続
き
、
加
え
て
都
市
下
水
や
生
活
用

の
排
水
が
年
々
増
加
し
た

こ
と
か
ら
、
水
質
は
逆
に

悪
化
し
異
常
な
臭
気
障
害

ま
で
が
発
生
し
て
い
ま

す。
こ
の
た
め
非
常
に
高
度

の
浄
水
処
理
が
必
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
加

え
て
、
工
場
排
水
な
ど
に

よ
る
汚
染
に
対
す
る
心
配

も
あ
り
ま
す
の
で
自
衛
対

策
を
立
て
ろ
と
と
も
に
、

広
域
に
わ
た
る
水
質
の
監

視
や
測
定
を
行
っ
て
い
ま

す。

圏
圏
圏

上
別
府
の
石
松
松
五
郎
さ
ん
宅
で

1
月
獅
日
撮
影
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○
親
へ
の
態
度
が
悪
く
な
り
、
言
葉

追
い
が
乱
暴
に
な
る

○
親
に
は
言
わ
な
い
で
ふ
ら
っ
と

「
み
ん
な
で
作
っ
た
ん
だ
」

り
っ
ぱ
な
か
ま
く
ら
が
完
成

I
l
月
1
9
日
　
南
部
保
育
園
－

馨
薬
や
学
校
か
ら
の
連
絡
で
わ
が
子

の
非
行
を
知
り
「
う
ち
の
子
に
限
っ
て

…
」
と
絶
句
す
る
親
が
多
い
と
い
わ

れ
ま
す
。

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
、
非
行
に
走

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
に
潜
伏

期
間
が
あ
る
よ
う
に
、
非
行
と
い
う
心

の
病
に
も
．
前
ぶ
れ
〟
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
生
活
を
注
意
深

く
見
守
り
な
が
ら
、
非
行
の
芽
を
早
い

時
期
に
摘
み
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

子
供
の
ど
う
い
う
行
動
が
非
行
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
〟
兆
し
〟

の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

○
学
校
の
成
鎖
が
急
に
落
ち
ろ

●
タ
吼
　
∴
驚

く、曳－仲

▲
僻

外
出
し
、
遅
く
帰
っ
て
く
る

○
外
見
を
気
に
す
る
よ
う
に
な
り

服
装
が
は
で
に
な
る

○
親
に
お
金
を
ね
だ
り
、
も
ら
え

な
い
と
盗
む
よ
う
に
な
る

〇
滴
や
た
ば
こ
を
隠
れ
て
、
あ
る

い
は
堂
々
と
飲
む

こ
の
よ
う
な
〝
兆
し
〟
が
見
え
は

じ
め
た
ら
、
要
注
憲
で
す
。

子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ
、

ど
う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
の

原
因
と
背
景
は
　
ー
　
な
ど
の
点
に
つ

い
て
考
え
、
親
子
の
話
し
合
い
を
も

ち
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
非
行
防
止

策
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実

行
に
移
し
ま
し
ょ
う
。

非
行
防
止
の
た
め
に

▽
日
記
を
つ
け
さ
せ
、
一
日
の
反
省
と

明
日
へ
の
計
画
を
立
て
さ
せ
る

▽
乱
暴
な
吾
桑
追
い
は
や
め
さ
せ
る

近
所
の
人
へ
の
あ
い
さ
つ
を
励
行
さ

せ
ろ

▽
子
供
が
外
出
す
る
と
き
は
、
必
ず
5

W
I
H
を
尋
ね
る
（
5
W
I
H
I
I
い

つ
、
ど
こ
で
、
だ
れ
が
、
何
を
、
な

ぜ
、
ど
う
す
る
）

∇
小
遣
い
は
、
き
ち
っ
と
領
を
決
め
、

何
回
か
に
分
け
て
与
え
る

▽
子
供
同
士
の
金
銭
貸
借
は
や
め
さ
せ

る家
庭
内
の
環
境
や
人
間
関
係
が
非
行

の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
生
は
反
抗
期

に
あ
る
の
で
、
家
族
団
ら
ん
の
機
会
を

で
き
る
だ
け
多
く
も
ち
、
ふ
だ
ん
か
ら

親
と
子
が
話
し
合
う
習
慣
を
つ
け
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。
同
時
に
、
子
供
の

日
課
や
生
活
上
の
規
律
に
つ
い
て
、
規

は
注
意
深
く
見
守
っ
て
や
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
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待ち遠しい園児達

1 等 �軍子レンジ �A　組 �869616 

A・B 組共、 �182626 
528616 

遺 �476024 
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fb車重1初手 シ　ート �A・B 組共遺 �調潮騒 

第
二
回
遠
賀
町

公
民
館
研
究
大
会
を

開
き
ま
す

○
…
…
大
　
会
　
テ
　
ー
　
マ
…
…
0

0
…
…
地
域
住
民
と
し
て
の
・
・
・
・
＝
・
〇

〇
・
…
・
青
少
年
を
公
民
館
活
動
…
…
0

0

…

…

に

参

加

さ

せ

よ

う

…

…

○

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
2
月
2
5
日
（
土
）

1
3
時
～
1
6
時
4
0
分

∇
場
　
所
　
中
央
公
民
館

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会

地
区
公
民
館
連
絡
協
談
会

▽
内
　
容
　
。
灘
波
「
現
代
に
お
け
る

親
と
子
の
ふ
れ
合
い
」

請
師
＝
中

央
家
庭

研
究
所

松
本
据

付
先
生

。
意
見
発

表
。
影
絵
上

演
（
青

い
賽
の

会）

パ
ス
ハ
イ
ク
の
お
誘
い

身
体
峰
岡
虫
口
舌
の

●
め
・
な
さ
ん
へ

「
申
込
者
の
つ
ど
い
」

集
団
見
合
い
の
開
催

▽
日
　
時
　
昭
和
5
9
年
3
月
4
日
（
日
）

1
0
時
0
0
分
－
1
5
時

▽
楊
　
所
　
福
岡
市
心
身
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
城
学
園
横
）

▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
5
日

▽
申
込
先
及
び
間
合
先
　
福
岡
県
身
体

障
害
者
結
婚
相
談
所
　
輯
　
0
9
2

へ

7

5

1

）

3

2

3

9

3
月
1
0
日
と
日
日
の
一
泊
二
日
で
、

昭
和
5
8
年
度
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉

諒
習
会
が
、
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、

2
月
1
8
日
　
（
土
）
ま
で
に
遠
賀
町
役
拐

福
祉
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

打
遠
賀
中
央
幼
稚
園
と

山
び
こ
保
育
園
の
園
児
達

め
て
見
る
燕
詑
講
評
〓

l
月
2
4
日
、
遠
賀
中
央
幼
稚
園
と
、

山
び
こ
保
育
園
の
よ
い
子
違
約
三
百
名

が
影
絵
を
見
て
楽
し
み
ま
し
た
。

昨
年
1
2
月
に
中
央
公
民
館
で
初
公
演

し
て
大
変
好
評
だ
っ
た
「
青
い
菱
の
会
」

（
陣
内
明
子
会
長
）
の
二
十
人
の
お
母

さ
ん
達
に
よ
る
手
作
り
の
影
絵
で
、
出

し
物
は
、
み
ん
雀
が
絵
本
な
ど
で
知
っ

て
い
る
〝
金
の
ガ
チ
ョ
ウ
〝
。

ど
の
子
も
、
は
じ
め
て
見
る
影
絵
に

目
を
見
張
り
大
喜
び
。
す
っ
か
り
メ
ル

ヘ
ン
の
世
界
の
整
地
人
物
に
な
り
き
っ

て
い
ま
し
た
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
2
月
2
6
日
へ
目
）

7
時
5
0
分
遠
賀
川
駅
前
集

合
（
雨
天
決
行
）
1
8
時
帰

着
予
定

▽
っ
ー
ス
　
本
道
寺
南
登
山
ロ
ー
宝
満

山
－
カ
マ
ド
神
社
～
天
満

宮

▽
主
　
催
　
遠
賀
山
友
会

∇
参
加
費
用
　
大
人
一
一
千
八
百
円

小
学
生
以
下
二
千
三
百
円

▽
用
意
す
る
も
の
　
弁
当
、
水
筒
、
セ

ー
タ
ー
、
雨
具

▽
申
込
先
　
中
央
　
加
藤
祐
吉

田
（
2
9
3
）
3
6
5
9

昭
和
5
0
年
年
賀
は
が
き

お
年
玉
当
選
番
号

▽
お
年
玉
引
換
期
間
　
1
月
2
0
日
－

7
月
1
9
日
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譲謀議

「
よ
う
が
ん
ば
っ
た
／
」

遠

賀

町

は

三

位

に

入

賞

～
－
郡
各
町
対
抗
駅
伝
大
会
の
結
果
　
－

一
月
二
十
二
日
、
島
田
小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
鬼
津
、
尾
崎
と
回
る
コ

ー
ス
（
同
展
）
で
、
第
三
十
二
回
遠
賀

郡
各
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
賀
町
か
ら
も
一
チ
ー
ム

が
参
加
。
六
チ
ー
ム
の
競
技
と
な
り
、

時
お
り
小
雪
の
ち
ら
つ
く
申
、
寒
風
を

突
い
て
各
選
手
達
は
力
走
。
そ
の
結
果

本
町
チ
ー
ム
は
大
健
闘
の
末
、
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

。
優
　
勝
　
芦
屋
A
チ
ー
ム

・
謡
優
勝
　
水
巻
A
チ
ー
ム

〇
一
二
　
位
　
遠
賀
町
チ
ー
ム

1
時
間
3
2
分
5
5
秒

遼
資
町
チ
ー
ム
の
選
手

（
・
印
の
選
手
は
区
間
賞
）

一
区
　
山
浦
博
美
（
上
別
府
）

・
二
区
　
倉
原
　
陛
（
東
和
猫
）

三
区
　
瑞
穂
英
則
（
松
ノ
木
）

四
区
　
松
尾
正
三
（
浅
　
木
）

・
五
区
　
今
永
和
洋
（
木
　
守
）

六
区
　
割
田
芳
見
（
浅
　
木
）

、
「
睦
聞
藷
関

5
区
の
今
永
選
手
か
ら
ア
ン
カ
ー
の

副
因
選
手
に
タ
ス
皐
が
渡
さ
れ
る

卓
球
教
室
を
開
き
ま
す

▽
日
時
と
会
場

o
2
月
1
2
日
（
日
）
1
0
時
－
1
2
時

島
門
小
学
校
体
育
館

o
2
月
1
5
日
（
水
）
・
2
月
1
8
日
（
土
）

1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
0
0
分

広
渡
小
学
校
体
育
館

0
2
月
1
9
日
（
日
）
1
0
時
～
1
2
時

浅
木
小
学
校
体
育
館

▽
対
∴
象
　
小
学
生
以
上

▽
持
参
晶
　
連
動
で
き
る
服
装
で
、
上

靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

▽
料
　
金
　
無
料

参
加
希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

第
－
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

卓
球
競
技
の
開
催

▽
日
　
時
　
昭
和
的
年
2
月
2
6
日
（
日
）

開
会
式
9
時

競
技
開
始
9
時
0
0
分

▽
試
合
碩
　
①
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
⑧

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
③
男
女
混
合
ダ

ブ
ル
ス
　
④
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
⑤

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
主
　
催
　
町
体
育
協
会

教
育
委
員
会

▽
チ
ー
ム
編
成
　
中
学
生
以
上
で
監
督

一
名
、
選
手
男
子
三
名
・
女
子
一
二
名

詳
細
は
、
動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

詣
（
2
9
3
）
5
1
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
の

原
稿
を
募
集
中

町
内
の
各
サ
ー
ク
ル
代
表
者
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

広
報
3
月
2
5
日
号
と
4
月
1
0
日
号
の

二
回
に
分
け
て
、
番
の
サ
ー
ク
ル
会
員

募
集
（
体
育
系
・
文
化
系
）
を
掲
繊
し

ま
す
。
（
文
化
系
は
各
公
民
館
等
で
開

い
て
い
る
も
の
に
限
る
）

こ
の
機
会
に
募
集
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

は
、
サ
ー
ク
ル
名
・
場
所
・
曜
日
・
会

費
・
対
象
・
会
負
数
・
間
合
先
等
を
記

入
の
上
、
3
月
5
日
（
月
）
ま
で
に
役

場
庶
務
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
締
切
以
降
の
受
付
は
、
紙
面

の
都
合
上
い
た
し
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
で
　
〟
第
1
回
遠
雷

1
月
2
9
日
、
勤
労
者
体
育

ナ
町
民
体
育
大
会
購
入
ミ
ニ
パ

「
　
レ
ー
ポ
ー
ル
競
技
〟
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、
東
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▽　▽　▽　▽　　▽　◎

肉　持対場i∴i時期

容蕎薯所　関目

体摂生役の　9　2
童子後場　間時月、手　3　保　に　3020

身懐　く　健　お　分　自

署　身重を蛤
の　　月　　　く10、J

測　　児　　だ日時
定　　　　　　さ　30

い　分上別府926番地の10　　　　　　　広漠1255番地

井戸ゆいちゃん　　　　未森　雅塞くん

（糞和享さんの次女）　（志学さんの瑚）
昭和58年5月10日生　　　　　昭和50年7月4日生

祖父母は「母親似ですね」と　　よく寝、よく食べ、よく笑う

飽き、母親は「父親似たわ」と　子で、我家の眠りの森の王子横
目を細め、姉は「赤ちゃん似た（9）です。今は、いつも女の子
あー」と主張する。誰に似てい　に問通われるけど、やんちゃな
でも、「ゆいはゆい」。唯一の　姉ちゃんに鍛えられて末はやっ

自分を育てておくれo　　　　　ぼりワンバク坊主でしょうか。

県下一斉ネズミ

駆除連動

ネズミは経済的な掘害を与える

ほか、各種疾病を媒介するなど祉

ぽしています。そこで、本年度に

おいでも期間を定めて県下一斉に、

地域くるみの計画的、組織的な駆

除運動を行っていきます。

♭実施期間　昭和59年2月1日－

2月29日

♭実施方法　区長及び地区衛生推

進員の方を通して、町から殺そ

剤を全家庭に無償配付します。

傭
船
唖
衛
脚
盤
の
網
日
参

‘
妊
り
婦
杷
－
談

乳
児
相
談

離
乳
食
等
の
相
談

△
料
　
金
　
無
料

◎
期
　
日
　
2
月
2
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
∴
妊
産
婦

▽
詩
参
品
　
印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
吸
い
万

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

悪
質
な

い
た
ず
ら
電
話
に

ご
注
意
を

級
近
、
当
血
液
セ
ン
タ
ー
の
名
を
願

っ
て
皆
さ
ん
の
ご
家
薩
に
　
（
特
に
昼
間

奥
さ
ま
を
相
手
）
長
々
と
暗
譜
を
す
る

悪
貨
な
許
が
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
こ
主
人
の
血
液
検
査
結
果

云
々
と
雷
う
も
の
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
献
血
の
ご
協
力
者

に
対
し
て
血
液
検
査
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
鮨
粟
に
つ
い
て
は
す
べ
て
親

展
文
哲
を
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ます。包
話
等
に
よ
る
通
知
は
、
一
切
い
た

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

じ
ゅ
う
・
も
う

絨
毛
ガ
　
ン
　
の
　
話
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

胞
状
奇
胎
に
つ
い
て
　
日

記
状
奇
胎
の
庭
瀬
は
私
達
素
人
に
も

わ
か
る
も
の
で
す
か
。

妊
娠
初
期
で
は
、
医
師
も
予
測
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
あ
る
の
か
子
宮
出
血
で

妊
娠
－
二
ヵ
月
頃
が
多
い
の
で
す
。
子
宮

の
大
き
さ
は
、
月
数
に
比
べ
て
大
き
い

場
合
が
多
く
、
絨
毛
細
胞
が
分
泌
す
る

ホ
ル
モ
ン
　
（
船
艦
牲
性
腺
刺
戟
ホ
ル
モ

ン
）
が
多
い
た
め
、
ツ
ワ
リ
症
状
が
強

く
卵
巣
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
児

心
音
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

妊
娠
初
期
に
出
血
が
あ
り
、
ツ
ワ
リ

が
強
い
と
き
は
胞
状
奇
飴
の
駐
い
が
め

る
わ
け
で
す
ね
。

ソ
ウ
デ
ス
。
で
も
、
そ
う
で
な
い
症

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
繊
毛
牲
ホ
ル
モ

ン
の
定
並
を
行
っ
て
商
い
値
が
で
て
い

る
か
ど
う
か
、
ま
た
超
音
波
を
使
っ
て

胎
児
が
い
な
い
こ
と
と
、
胞
状
奇
勝
の

特
徴
的
所
見
を
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で

す。
胞
状
奇
船
と
わ
か
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
で
す
か
。

一
般
の
流
産
と
同
じ
く
自
然
に
出
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
適
当
な

時
期
を
選
ん
で
子
宮
内
容
を
完
全
に
出

す
よ
う
に
「
ソ
ー
ハ
術
」
を
し
ま
す
。

出
血
が
強
い
の
で
、
輸
血
の
必
要
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
ツ
ー
ハ
術
」
後

子
宮
が
小
さ
く
な
っ
て
か
ら
、
念
の
た

め
一
～
二
週
間
後
に
再
び
　
「
ツ
ー
ハ

術
」
を
し
て
奇
胎
の
残
り
が
な
い
よ
う

に
す
る
の
か
大
切
で
す
。
（
つ
づ
く
）
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食
事
は
、
少
々
時
間
が
か
か
っ
て

も
、
周
囲
を
汚
し
て
も
、
自
分
で
食

べ
る
の
か
い
ち
ば
ん
お
い
し
い
も
の
。

手
伝
い
す
ぎ
て
、
お
年
寄
り
の
「
自

分
で
食
べ
る
楽
し
み
」
を
奪
わ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

同国）

献
立
を
考
え
る
上
て
注
志
し
た
い

こ
と
は
、
む
せ
や
す
い
も
の
や
ノ
ト

に
つ
か
え
る
恐
れ
の
あ
る
塊
、
ね
は

食
べ
る
楽
し
み
を
奪
わ
な
い

リ
気
の
あ
る
も
の
を
避
け
る
こ
と
。

は
し
な
ど
を
使
う
の
が
賎
し
そ
う

な
ら
、
ご
飯
は
お
に
ぎ
り
に
、
パ
ン

は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
と
い
う
よ
う
に
、

食
へ
や
す
い
形
を
工
夫
し
て
あ
げ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
最
近
は
、
子
の

不
自
由
な
人
向
け
の
食
器
か
デ
パ
ー

ト
な
ど
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
み
る
の
も
一
案
て
す
。

尉
開
園
聞
㊤

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
場
合
は
、
ま

す
お
膳
の
も
の
を
見
せ
て
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
り
、
お
年
寄
り
の
注

文
に
従
っ
て
日
に
運
び
ま
す
が
、
大

切
な
の
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
口
に

運
ぶ
の
か
早
す
ぎ
た
り
週
す
ぎ
た
り

し
な
い
た
め
に
は
、
お
年
寄
り
と
一

緒
に
日
を
動
か
し
、
か
み
方
の
調
子

を
合
わ
せ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
る
と

う
ま
く
い
き
ま
す
。

お
年
寄
り
が
自
分
で
食
べ
る
場
合

も
、
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
場
合
も
、

い
っ
て
も
飲
め
る
よ
う
に
お
茶
を
そ

ば
に
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

閏

閉

講

諮

食
後
は
、
掬
と
口
の
手
入
れ
を
忘

れ
ず
に
。
自
分
で
で
き
る
現
今
は
、

襟
も
と
な
ど
を
タ
オ
ル
で
お
お
い
、

ブ
ラ
シ
て
歯
を
磨
い
た
あ
と
は
コ
ッ

プ
や
吸
い
飲
み
を
使
っ
て
口
を
す
す

き
、
容
器
に
吐
く
よ
う
に
し
ま
す
。

自
分
で
で
き
な
い
場
合
は
割
は
し

の
先
に
綿
を
ま
い
た
綿
棒
と
、
つ
ま

よ
う
し
の
綿
棒
の
二
郎
頬
を
刷
恋
し
、

口
の
中
、
歯
の
問
を
よ
く
ぬ
ぐ
い
、

最
後
に
吸
い
飲
み
で
口
を
す
す
が
せ
、

容
器
に
吐
か
せ
ま
す
。
口
内
の
手
入

れ
は
、
て
き
れ
ば
毎
食
後
か
好
ま
し

い
の
で
す
か
、
少
な
く
と
も
朝
夕
の
二

回
は
必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
食
事
に
限
ら
ず
、
日
常
の

決
ま
っ
た
行
動
は
、
生
活
の
リ
ー
ス
ム

を
作
る
上
か
ら
も
、
時
間
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
必
要
て
す
。

「
寒
く
な
い
よ
ー
／
」
1
月
2
6
日
機
影

お
や
つ
は
四
番
目
の
食
事

子
供
は
、
発
育
が
お
う
盛
で
、
運
動

畳
も
お
と
な
に
比
べ
て
断
然
多
い
の
で

す
か
、
半
面
、
体
が
小
さ
く
胃
の
飽
き

も
弱
い
の
で
、
三
度
の
食
事
だ
け
で
は

ど
う
し
て
も
必
要
な
栄
謎
を
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
や
つ
が
、
子
供
の
食
導
を
考
え
ろ

上
で
大
切
な
の
は
、
こ
の
た
め
で
す
。

つ
ま
り
、
子
供
に
と
っ
て
、
お
や
つ
は

食
事
の
一
都
な
の
で
す
。

と
い
っ
て
、
む
や
み
に
お
や
つ
を
与

え
る
の
は
感
心
し
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
三
度
の
全
貌
を
基
本
に
し
、
一
日
に

一
－
二
回
時
間
を
決
め
て
与
え
ろ
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

お
や
つ
の
回
数
や
畳
が
多
す
ぎ
る
と

食
い
、
わ
が
ま
ま
を
助
長
す
る
結
果
に

な
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
お
や
つ
に
は
ど
ん
な
も
の
が

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
適
当
に
愚
が
あ

っ
て
、
し
か
も
消
化
が
よ
く
、
水
分
の

多
い
も
の
（
ま
た
は
水
分
を
い
っ
し
ょ

に
と
る
）
で
、
た
ん
ば
く
質
や
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
発
育
に
必
要
な
栄

製
薬
を
含
ん
だ
も
の
が
、
よ
い
お
や
つ

と
い
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
単
品
で
与
え
る
よ
り
も

二
品
く
ら
い
を
組
み
合
わ
せ
て
与
え
る

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
一
日
の
栄
糞
の
バ
ラ
ン

ス
を
よ
く
考
え
て
、
穀
類
や
イ
モ
類
の

カ
ロ
リ
ー
涼
と
た
ん
ば
く
質
の
多
い
牛

乳
、
乳
製
品
、
卵
、
そ
れ
に
ピ
タ
、
く
ン

を
多
く
含
む
野
菜
や
く
だ
も
の
を
そ
れ

ぞ
れ
組
み
合
わ
せ
て
、
お
や
つ
の
献
立

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
子
供
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
魅

力
の
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
あ
め
な
ど

の
甘
す
ぎ
る
も
の
、
ま
た
、
合
成
詣
色

料
な
ど
の
添
加
物
の
は
い
っ
た
飲
み
物

お
菓
子
類
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
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2月下期の遠賀町主要行事

日南 ��行　詰∴∴内　容i時　間i難錨l担当課名 ���目的及び主な対象等 �詳　細 

16 �i 十 【 �寿　大　学中一15車央公民年会教鞭 ���寿大学生 � 
ボランティア・スクー売1。：。。－21：。。l中央公瑚 　　　　　i ��i社会教育課 � � 

20 �月 �乳　児　相　談巨0－10：30 �役妹健室i住民課 ��生後3－6カ月児 �8ページ 

引水 ��料理栄猿教室⑨巨00～21中央公民年会輔課 ���料理栄義教室生 � 

23 �i i木 i �心配ごと相中00－16車軸別館i福祉課 ��� �6ページ 
ボランティア・スクール⑯巨00～21：00）粥学籍 ��社会教育課 � � 

狙 ��撲委員会選挙人名車8：30－17：00鷹窓。 ��1 1億i務i諜 � �下　　段 

中土 ��舞鶴町公理研究大会中一　世公民館 ��i � �6ページ 

26 �日 I �聾1搬鷲賀会上：00－　直轄学籍阜会輔課 ��� �7ページ 

28i火 ��妊　婦　相　中：30　車軸窒I住民課 ��� �8ページ 

2年 ��料理栄謹上教室⑲巨00～21車央公民館 ��i � � 

∴申寒垂錠館と勤労著三体善事孝
三！ほ霊月賀曜日が休館日予をず詰

農業委員選挙人名簿の縦覧

遠賀町選挙管理蛮風会は、農薬委員会委

員選挙人名簿を2月23日（木）から3月9

日（金）までの15日間、役場庶務課窓口に

おいて8時30分から17時まで縦轍こ供しま

す。

☆
遠
賀
町
歌
の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
☆

今
年
は
遠
賀
町
が
町
制
を
施
行
し
て

二
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
先
に
町
制
一
一
十
周
年
を
記

念
し
て
、
町
の
木
、
町
の
花
、
町
民
懸

垂
、
遠
賀
町
音
頭
を
募
集
し
ま
し
た
が

さ
ら
に
遠
賀
町
歌
の
歌
詞
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
こ
応
募
く

だ
さ
い
。
本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を

期
待
し
ま
す
。

∇
紳
助
日
　
2
月
約
日
（
水
）
ま
で

▽
質
　
　
　
入
選
一
点
　
五
万
円

佳
作
二
点
　
二
万
円

▽
提
出
及
び
問
合
せ
先

遠
賀
町
役
場
庶
務
課
内

町
制
施
行
2
0
周
年
妃
金
津

傭
委
員
会

昭
和
的
年
度
〝
走
ろ
う
大
会
〝
申
込
み
受
付
中

▽
糊
　
口
　
昭
和
5
0
年
3
月
日
日
（
日
）
　
　
五
・
六
年
②

▽
日
　
記
。
受
付
9
時
　
　
　
　
　
　
　
2
0
歳
～
2
9
歳
⑤

1
9
載
以
下
⑤
　
。

。
柳
絨
－
5
0
絨
⑪

。
開
会
式
9
時
4
0
分
　
　
　
　
。
4
0
殻
以
上
⑧

o
閉
会
式
日
時
5
0
分
　
　
　
◎
団
　
体
（
合
計
時
間
で
順
位
を
決

▽
コ
ー
ス
と
ス
タ
ー
ト
時
間

o
2
息
∴
農
高
小
～
鬼
津
折
返
し

男
子
1
0
時
　
女
子
1
0
時
1
5
分

0
5
由
∴
舶
用
小
～
鯨
喰
折
返
し

1
0
時
約
分

▽
集
合
場
所
∴
出
門
小
学
校
体
育
館
前

雨
天
時
は
同
体
育
館

∇
参
加
資
格
　
町
内
在
住
者
ま
た
は
在

勤
・
在
学
者

∇
謡
　
目
　
（
○
内
は
純
離
）

◎
個
　
人

男
　
子

o
小
学
生
三
・
四
年
②
　
o
小
学
生

五
・
六
年
②
　
e
中
学
生
⑤
　
o
高

校
生
⑤
　
0
2
9
歳
以
下
⑤
。
5
0
酸

～
3
9
歳
⑤
　
o
4
0
歳
－
4
9
歳
⑤
。

5
0
議
－
5
9
歳
⑤
　
o
0
0
歳
以
上
⑤

女
　
子

o
小
学
生
三
・
四
年
⑤
　
。
小
学
生

定）
。
親
子
の
部
（
親
と
小
学
生
二
名
）

o
夫
婦
の
都

▽
申
込
締
切
日
　
2
月
2
5
幽
（
土
）

▽
申
込
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー


